
アジ研ワールド・トレンド No.254（2016. 12） 2

特  集
蔡英文政権の成立と
台湾政治の今後

●�

特
集
の
ね
ら
い

　

二
〇
一
六
年
、
台
湾
で
は
三
度
目
の

政
権
交
代
が
実
現
し
た
。
一
月
一
六
日

の
総
統
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
進
歩
党

（
以
下
、
民
進
党
）
の
蔡
英
文
候
補
が

中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
）
の
朱

立
倫
候
補
に
三
〇
〇
万
票
以
上
の
差
を

つ
け
て
圧
勝
し
た
（
表
１
）。
表
２
に

示
す
よ
う
に
、
同
日
に
行
わ
れ
た
立
法

委
員
選
挙
で
も
、
民
進
党
は
立
法
院
の

過
半
数
の
議
席
を
獲
得
し
た
（
立
法
院

は
国
会
、
立
法
委
員
は
国
会
議
員
）。

民
進
党
は
こ
う
し
て
「
完
全
執
政
」
を

達
成
し
た
。
蔡
は
五
月
二
〇
日
に
第
一

四
代
中
華
民
国
総
統
に
就
任
し
、
新
政

権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
行
政
院
長
（
行

政
院
は
内
閣
、
行
政
院
長
は
首
相
）
に

は
林
全
を
任
命
し
た
。

　

こ
の
特
集
の
ね
ら
い
は
、
蔡
政
権
が

誕
生
し
た
背
景
、
お
よ
び
蔡
政
権
の
課

題
と
そ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
考
察

す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
集
は
一
二
の
論

考
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
松

本
は
る
香
、
竹
内
孝
之
、
川
上
桃
子
が

異
な
る
角
度
か
ら
、
台
湾
と
中
国
の
関

係
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
国
際
関
係
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
続
い
て
竹
内
と

顧
瑩
華
が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
の
関
係
と

地
域
経
済
統
合
へ
の
参
加
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
次
に
内
政
に
議
論
を
移
し
、

川
上
が
産
業
政
策
・
科
学
技
術
政
策
を
、

寺
尾
忠
能
が
原
発
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
、
林
成
蔚
が
社
会
福
祉
政
策
を

取
り
上
げ
て
議
論
し
て
い
る
。

　

一
月
の
選
挙
の
結
果
に
よ
っ
て
、
台

湾
政
治
の
制
度
や
構
造
に
も
大
き
な
変

化
が
生
じ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

特
集
で
は
松
本
充
豊
が
国
会
改
革
を
、

小
笠
原
欣
幸
が
国
民
党
の
今
後
を
考
察

し
、
展
望
し
て
い
る
。
新
し
く
生
ま
れ

た
時
代
力
量
に
つ
い
て
は
徐
永
明
立
法

委
員
が
自
ら
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
回
の
政
権
交
代
を
大
き
く
後
押
し
し

た
ひ
ま
わ
り
運
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
に

参
加
し
た
周
馥
儀
と
対
話
を
行
い
、
そ

れ
を
特
集
の
最
後
に
収
め
て
い
る
。

　

こ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
残
り

の
部
分
で
は
、
民
主
化
の
始
動
か
ら
蔡

政
権
成
立
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
振
り

返
り
、
特
集
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
提

供
す
る
。
ま
た
、
台
湾
に
特
有
の
事
項

に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
、
台
湾

に
関
す
る
詳
し
い
予
備
知
識
を
持
た
な

い
読
者
に
も
、
各
論
考
を
ス
ム
ー
ズ
に

読
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

佐
藤 

幸
人

特
集
に
あ
た
って

●�

民
主
化
と
一
度
目
の
政
権
交
代

　

長
く
国
民
党
の
権
威
主
義
体
制
下
に

あ
っ
た
台
湾
で
、
目
に
み
え
る
形
で
民

主
化
が
動
き
出
す
の
は
一
九
八
〇
年
代

後
半
か
ら
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
民

進
党
が
結
成
さ
れ
、
翌
八
七
年
に
戒
厳

令
が
解
除
さ
れ
た
。

　

一
九
九
二
年
に
は
、
一
九
四
九
年
以

降
、
部
分
的
に
し
か
改
選
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
立
法
院
が
全
面
改
選
さ
れ
た
。

一
九
九
六
年
に
は
初
め
て
総
統
の
直
接

選
挙
が
行
わ
れ
、
李
登
輝
が
当
選
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
台
湾
と
中
国
の

関
係
（
両
岸
関
係
）
も
大
き
く
変
わ
っ

た
。
台
湾
は
長
ら
く
中
国
と
の
一
切
の

交
流
を
拒
ん
で
き
た
が
、
一
九
九
〇
年

代
に
入
る
と
、
台
湾
で
は
海
峡
交
流
基

金
会
（
海
基
会
）
を
、
中
国
で
は
両
岸

海
峡
協
会
（
海
協
会
）
を
、
窓
口
と
な

る
準
民
間
機
関
と
し
て
設
置
し
、
台
湾

と
中
国
の
政
府
間
の
間
接
的
な
交
流
が

始
ま
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
総
統
選
挙
で
は
民
進

党
の
陳
水
扁
が
、
国
民
党
の
連
戦
と
国

民
党
を
離
れ
て
立
候
補
し
た
宋
楚
瑜
を

破
っ
て
当
選
し
、
初
の
政
権
交
代
を
実

現
し
た
。
陳
は
二
〇
〇
四
年
の
総
統
選

挙
で
も
再
選
を
果
た
す
が
、
八
年
の
任

期
の
間
、
民
進
党
は
立
法
院
に
お
い
て

一
度
も
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
す
る
こ

と
は
な
く
、「
完
全
執
政
」
を
実
現
で

表 1　総統選挙の結果
蔡英文 朱立倫 宋楚瑜

得票数 6,894,744 3,813,365 1,576,861
得票率（%） 56.1 31.0 12.8
（出所）『聯合報』2016 年 1 月 17 日。

表 2　立法委員選挙の結果
民進党 国民党 時代力量 親民党 その他

得票率 （%）
　選挙区・原住民区 44.6 38.9 2.9 1.3 12.4
　全国区 44.1 26.9 6.1 6.5 16.4
議席数 68 35 5 3 2
　選挙区・原住民区 50 24 3 0 2
　全国区 18 11 2 3 0
（出所）表 1と同じ。
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き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
法
案
や
予

算
案
を
思
い
ど
お
り
に
通
す
こ
と
が
で

き
ず
、
国
民
党
資
産
の
処
理
な
ど
、
移

行
期
正
義
に
関
わ
る
問
題
も
残
さ
れ
た
。

　

陳
政
権
成
立
以
降
、
民
進
党
な
ど
台

湾
に
強
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持

つ
政
治
勢
力
は
緑
と
呼
ば
れ
、
一
方
、

国
民
党
を
中
心
と
す
る
、
中
華
民
国
へ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
強
く
、
中

国
に
親
和
的
な
政
治
勢
力
は
青
（
中
国

語
で
は
「
藍
」）
と
呼
ば
れ
、
両
者
は

激
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特

に
台
湾
独
立
を
積
極
的
に
主
張
す
る
グ

ル
ー
プ
は
深
い
緑
（
深
緑
）、
中
国
の

統
一
を
志
向
す
る
グ
ル
ー
プ
は
深
い
青

（
深
藍
）
と
呼
ば
れ
る
。

　

緑
と
青
の
対
立
に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
的

な
側
面
も
あ
る
。
現
代
の
台
湾
社
会
は

四
大
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
（
族
群
）

か
ら
構
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
漢
人
と
漢
人
移
住
以
前
か
ら
台

湾
に
住
む
「
原
住
民
」
に
分
か
れ
る
。

漢
人
は
戦
前
か
ら
台
湾
に
住
む
人
と
そ

の
子
孫
（
本
省
人
）
と
、
戦
後
に
中
国

大
陸
か
ら
移
住
し
た
人
と
そ
の
子
孫

（
外
省
人
）
に
分
か
れ
、
本
省
人
は
福

佬
系
と
客
家
系
に
分
か
れ
る
。
緑
の
主

た
る
支
持
者
は
、
人
口
の
多
数
を
占
め

る
福
佬
系
本
省
人
で
あ
る
（
た
だ
し
、

福
佬
系
本
省
人
の
な
か
に
も
青
の
支
持

者
は
一
定
数
い
る
）。
外
省
人
の
多
く

は
青
に
属
し
、
緑
の
支
持
者
は
少
な
い
。

原
住
民
と
客
家
も
青
の
支
持
者
が
多
い
。

　

陳
政
権
は
第
二
期
に
な
る
と
、
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
が
次
々
と
明
る
み
に
出
て
、

人
々
の
厳
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
た
。
二

〇
〇
六
年
九
月
に
は
、赤
シ
ャ
ツ
隊（
紅

衫
軍
）
と
呼
ば
れ
る
、
陳
の
辞
任
を
求

め
る
運
動
が
盛
り
上
が
り
、
群
衆
が
総

統
府
前
の
凱
達
格
蘭
大
道
に
押
し
寄
せ

た
。

　

陳
政
権
は
二
〇
〇
〇
年
の
発
足
当
初
、

李
政
権
末
期
に
悪
化
し
た
中
国
と
の
関

係
の
改
善
を
試
み
た
が
、
中
国
は
陳
政

権
を
相
手
に
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

陳
が
再
選
を
果
た
す
と
、
中
国
は
「
一

九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」（
詳
し
く

は
松
本
は
る
香
稿
お
よ
び
竹
内
稿
を
参

照
）
を
認
め
、
国
民
党
と
の
接
近
を
図

っ
た
。
一
方
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
追
い

詰
め
ら
れ
る
な
か
、
陳
政
権
は
独
立
傾

向
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
陳

政
権
は
中
国
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
も
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
っ
た
。

●�

馬
英
九
政
権
の
八
年
と
三
度
目

の
政
権
交
代

　

こ
う
し
て
陳
政
権
は
行
き
詰
ま
り
、

二
〇
〇
八
年
の
総
統
選
挙
で
は
国
民
党

候
補
の
馬
英
九
が
大
差
で
民
進
党
の
謝

長
廷
候
補
を
破
り
、
二
度
目
の
政
権
交

代
が
実
現
し
た
。
国
民
党
は
立
法
委
員

選
挙
で
も
圧
勝
し
た
。

　

馬
政
権
は
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に

基
づ
き
な
が
ら
、
中
国
と
の
関
係
の
改

善
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
台
湾
と
中

国
の
間
は
直
行
便
で
結
ば
れ
、
多
く
の

中
国
人
観
光
客
が
台
湾
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
Ｅ
Ｃ
Ｆ

Ａ
（
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
）
が
締
結

さ
れ
て
い
る
。

　

馬
は
二
〇
一
二
年
の
総
統
選
挙
で
も

蔡
を
破
っ
て
再
選
を
果
た
し
た
。
立
法

院
で
も
国
民
党
は
過
半
数
を
維
持
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
期
に
入
る
と
、

馬
政
権
の
中
国
へ
の
接
近
に
対
す
る

人
々
の
警
戒
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま

た
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
中
国
と
の

関
係
改
善
の
経
済
的
な
効
果
が
顕
著
で

は
な
か
っ
た
こ
と
も
失
望
を
招
い
た
。

特
に
若
者
は
経
済
的
な
境
遇
に
強
い
不

満
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
馬
政
権
は
政
策
の
遂
行
に

お
い
て
、
強
硬
な
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が

多
く
、
そ
れ
が
反
発
を
呼
ん
だ
。
党
勢

が
一
時
衰
え
た
民
進
党
に
代
わ
っ
て
、

社
会
運
動
が
活
発
に
な
り
、
馬
政
権
の

こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
牽
制
し
た
。
二
〇

〇
八
年
の
陳
雲
林
海
協
会
会
長
の
訪
台

時
の
取
り
締
ま
り
に
異
を
唱
え
た
野
イ

チ
ゴ
運
動
（
野
草
苺
運
動
）、
国
光
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
に
対
す
る

反
対
運
動
、
親
中
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
独

占
に
反
対
す
る
運
動
、
苗
栗
県
大
埔
で

の
農
地
収
用
に
対
す
る
反
対
運
動
、
軍

で
の
い
じ
め
に
よ
っ
て
洪
仲
丘
が
死
亡

し
た
こ
と
へ
の
抗
議
活
動
等
々
が
展
開

さ
れ
た
。

　

二
〇
一
三
年
、
馬
政
権
が
中
国
と
サ

ー
ビ
ス
貿
易
協
定
（
服
貿
）
を
締
結
す

る
と
、
そ
の
立
法
院
で
の
審
議
を
監
視

す
る
運
動
が
組
織
さ
れ
、
翌
二
〇
一
四

年
三
月
に
は
立
法
院
を
占
拠
す
る
に
至

っ
た
。
こ
の
運
動
は
「
ひ
ま
わ
り
（
学

生
）
運
動
」（
太
陽
花
（
学
生
）
運
動
）

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

馬
政
権
と
国
民
党
に
対
し
て
決
定
的
な

打
撃
を
与
え
た
。
国
民
党
は
同
年
一
一

月
の
統
一
地
方
選
挙
で
大
敗
し
、
二
〇

一
六
年
に
は
政
権
を
失
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
特
集
で
検
討
し
て
い
る
蔡
政
権

お
よ
び
台
湾
政
治
の
諸
課
題
は
、
こ
の

よ
う
な
過
程
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
そ

の
解
決
に
は
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く
の
困
難
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
。

こ
の
特
集
で
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
蔡
政
権
と
台
湾
の
人
々
の
今
後
の

取
り
組
み
を
み
つ
め
る
着
眼
点
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
さ
と
う　

ゆ
き
ひ
と
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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